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題
名

CAN コンフィグレーションを行う時の注意事項

情
報
分
類

使用上の注意事項

対象ロット等
適
用
製
品

M16C/1Nグループ
M16C/29グループ
M16C/6Nグループ －－

関
連
資
料

M16C/6N、M16C/1N、M16C/29グル
ープ CANアプリケーションノート

　CAN コンフィグレーションを行う場合、CAN アプリケーションノート(RJJ05B0302)に記載されている CAN

コンフィグレーション手順に従って、CANコンフィグレーションを行ってください。

　CANアプリケーションノートに記載されているCANコンフィグレーション手順と違う方法でCANコンフィグ

レーションを行う場合、下記注意事項があります。

1.1.1.1.注意事項注意事項注意事項注意事項

　CANの再コンフィグレーションを行うため CiCTLRレジスタ(i=0,1 *1)の Resetビット(bit0)を“0”(動作モード)

から“1”(リセット/初期化モード)に変更し、その後、再度 Reset ビットを“1”から“0”に変更した場合、CAN が正常

に動作しないことがあります。

　以下の手順で Resetビットを変更すると、発生する可能性があります。

1) CiSTRレジスタ(i=0,1 *1)の State_Resetビット(bit8)が“0” (動作モード)の状態で、 Resetビットを“0”か

ら“1”に変更する

2) State_Resetビットが“1”(リセットモード)になる前に(State_Resetビットが“0”のまま)、Resetビットを“1”

から“0”に変更する

2.2.2.2.対策方法対策方法対策方法対策方法

　CAN動作モードから CANリセットモードに移行させるため、Resetビットを“0”から“1”に変更した後は、必ず

State_Reset ビットが“1”(リセットモード)にセットされていることを確認してください。また同様に、CAN リセ

ットモードから CAN動作モードに移行させるため、Resetビットを“1”から“0”に変更した後も、必ず State_Reset

ビットが“0”になっていることを確認してください。

　対策手順を以下に示します。

　・CAN動作モードから CANリセットモードに移行させる場合

1) Resetビットを“0”から“1”に変更する

2) State_Resetビットが“1”にセットされていることを確認する

　・CANリセットモードから CAN動作モードに移行させる場合

1) Resetビットを“1”から“0”に変更する

2) State_Resetビットが“0”にセットされていることを確認する
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3.3.3.3.対策例対策例対策例対策例

　図 1に対策例としてフローチャートとプログラムを示します。

　(CAN0のコンフィグレーションを行う場合)

図 1 CANコンフィグレーション手順

*1 CAN2ch版の場合は i=0,1、CAN1ch版の場合は i=0

以上

CAN ﾘｾｯﾄ/初期化ﾓｰﾄﾞへ移行

START

YES

CAN ﾘｾｯﾄﾓｰﾄﾞ?*1
NO

ユーザ処理

CAN動作ﾓｰﾄﾞへ移行

END

CAN 動作ﾓｰﾄﾞ? *1

YES

NO

void config_can0(void);

void config_can0(){

c0ctlr_addr.b.reset = 1;  /*ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ移行*/

c0ctlr_addr.b.sleep = 0;  /* CAN ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ解除 */

while(! c0str_addr.b.state_reset){}  /* ﾘｾｯﾄ状態確認 */

/* ユーザ処理 */

c0ctlr_addr.b.reset = 0;  /* 動作ﾓｰﾄﾞへ移行 */

while(c0str_addr.b.state_reset){}  /* 動作ﾓｰﾄﾞ確認 */

}

*1:State_Resetビットを確認する時は、CPUのアクセスが CANステータスの更新周期に重ならない

   ように必ず 3fcan以上の待機時間を持たせてください。

*2:サンプルプログラムに記載している各レジスタのシンボルは、ルネサス標準 M16C/6N、M16C/1N

   用 C言語 SFRヘッダファイルの表記に基づいています。

*3:サンプルプログラム中に whileで無限ループを組んでいる個所がありますが、表記を簡略化するた

   めにこのように記載しています。実際にプログラムを作成するときは、各 whileループに制限時間

   を持たせてオーバータイム時に抜けるような処理をしてください。


